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おひろめ会概要

（１）開催趣旨
・利活用の初期から地域住民との関係性を構築する。
・関係者を集めるための実証実験とする。
・効果検証し、利活用の検討に反映させる。
・産官学（地元事業者、町、東洋大学）連携のイベントを
試みる

（２）開催日時
令和５年１１月１２日（日）１０：００～１２：００

（３）来場者数
８５人（大人７４人、子ども１１人）
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コンセプト 企画

遊び

竹モルック

かんな削り体験

ポスターデザイナー

恵み
焼き芋

甘酒の試飲

学び
３Dまちあるき

地域の魅力探索

その他
フリースペース

リラックスルーム

イベント内容

『地域から愛される憩いの場』
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イベント風景
「遊び」：竹モルック、かんな削り体験
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「恵み」：焼き芋、甘酒の試飲 

 

 

 

 

 

「学び」：３Ⅾまちあるき、地域の魅力探索 
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アンケート結果

アンケート結果抜粋

●おひろめ会の中で良いと感じた点

・昔の生活空間を体験し、未来の空間の在り方を検討することはと
ても良い取り組みであり、川島町の良さをアピールできる場であ
ると感じた
・空き家の有効活用を含めて、住民の立ち場で考えることができた
・どんな想いで取り組まれているか話が聞けて良かった
・今後も町と東洋大学の力をお借りして町の活性化が図れたらい
いと思う
・空き家が増えていく中、将来的にコミュニティ場所があると良いと
思った

回答者数：４３人
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アンケート結果抜粋

●将来的な利用方法について

・常に住民が出入りできるような、人が集まる場（憩いの空間）
・子どもから高齢者まで、誰でも集まることができる場
・バリアフリー機能を備え、多くの方が利用できる場
・カフェやキャンプ、バーベキュー場
・地域の特産物や伝統を伝える場
・地域の方によるワークショップ
・子どもが学習できる場
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おひろめ会のまとめ
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・ 住民との関係性構築のきっかけができた。

⇒多くの方に来場いただき、企画をとおして対話をすることで、町と

地元の関係性、又地元住民同士の関係性構築を図ることがで

きた。今後も、繋がりが拡大していく方策を検討していく。
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・ 大人の来場は多かったが、子どもの来場が少なかった。

⇒来場者数の想定ができなかったため、周知方法を町ホームペー

ジ及び伊草地区へのチラシ配布のみとした。

今後、学校との連携も含めて、子どもの関わり方をさらに検討し

ていく。

また、利活用にあたり関係者の確保が必須であるため、地元住

民の関わり方を検討していく。
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・ 全体的に住民の反応は好印象であった。

⇒当日も大いに賑わい、アンケートにおいても良い回答が多かっ

た。今後も住民の意見を参考にしながら、利活用に繋げていく。

・ 地元事業者、東洋大学、町によるイベントとして、良い事例とする

ことができた。

⇒それぞれの立場で、イベントを企画・運営していくことで、単体だ

けではできないイベントとすることができた。今後も、多くの方が、

古民家に関わる仕組みづくりを検討していく。


